
日本語の用言機能語列での主観表現について

牧 野 武 則

文は、客観表現と主観表現からなるとする。主観表現は、本動詞、感嘆詞、副詞などさまざまな形
態で表示されるが、ここでは、活用語尾、助動詞、助詞、形式名詞など用言に付属する機能語列の中
での表示に注目する。まず、主観表現の述語について分類したカテゴリとその格構造を説明する。そ
して、コーパスの分析から、用言機能語列の中の主観表現は、明確な生起パターンに従って表示され
ることを示す。また、新たな観点から、文に表示される重層する複数の主観表現が、どのように命題
とモダリティに関係するかを述べる。

は じ め に
日本語は主観表現が豊かな言語だと言われている。
しかし、話し手の心的状態や態度を表現する主観表現
は、その意味があいまいなために、しばしば言語解析
の障害となり、さらに異なった言語間でその対応をと
るには困難なことがある。
主観表現またはモダリティに対する研究は、文脈・
談話解析、高品質な翻訳、そして情報の質に係わる検
索など、将来の自然言語処理の中核のテーマである。
従来は言語学の分野で精力的に研究されてきたが、自
然言語処理の分野では、その処理の困難さのために将
来の問題として残されてきた。
しかし、最近になってメンタルスペース に代表さ
れる認知学的アプローチの研究がみられるようになり、
この分野に対する研究の扉が開かれようとしている。
日本語学において、主観表現あるいはモダリティに
関しては多くの研究がされている が、その定
義も研究者によって多様であり、また、研究の目的も
言語教育が中心で、言語処理を想定しているわけでは
ない。
したがって、自然言語処理のため、まず、心的状態・
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態度を表わす主観表現とは何かを定義しておく必要が
ある。主観表現は、本動詞、副詞、感嘆詞、形容詞と
いった自立語だけでなく、助動詞や助詞、活用語尾な
ど用言に付属する機能語によっても表示される。先の
報告 で、これらの主観表現の中心となる主観述
語を３つのカテゴリーに分類した。そして、それらに
対して格構造を与え、命題との関係を与えることで機
能的役割、定義を明確にしてきた。
この論文では、用言に付属する機能語列では、主観
表現が特徴的な規則に従った生起パターンを持つこと
を明らかにすることが目的である。まず、主観表現の
中心となる主観述語を分類した３つのカテゴリーを
紹介する。そして、それらに対して格構造を与え、命
題との関係を与えることで機能的役割、定義を明確す
る。そして、用言機能語列の中での主観表現を、コー
パスから抜き出したデータの基づき、分析し、その生
起パターンに正規表現で表わせる規則性があることを
示す。そして、文脈の理解で本質的な、モダリティと
ここで議論している主観表現の関係について触れる。

主観表現と主観述語
文は、客観的内容を表わす表現と主観的内容を表わ
す表現からなるとし、それぞれを客観表現と、主観
表現と呼ぶ。主観については、言語学ではモダリティ
として研究がなされているが、その定義は、研究者に
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図 ニュース解説の中の主観表現

よって多様であるために、ここでは、主観表現と呼び、
一旦、言語学でのモダリティの定義と区別することに
する。
例えば「明日は雨だろう」という文は、「明日は雨
だ」という客観的な文と「私はそう思う」という主観
的な文がマージされており、前者と後者はそれぞれ独
立した文と見ることができる。ここでは、後者の主観
表現について、そして、その核となる述語（ここでは
主観述語と呼ぶ）について述べる。
主観述語は、文の中での心的状態・態度を表示する
もので、主観状態、主観行為、主観移動の３つのカテ
ゴリーに分類する。
主観状態：喜怒哀楽に代表される心の状態で、「嬉
しい」「困惑」「やってしまった」など
主観行為：命題に対する信念・判断、義務や期待
といった心の中の心の行動で、「と思う」「べきだ」
「かもしれない」「～たい」など、
主観移動：情報伝達や確認、依頼など他者が係わ
る心的な行動で、「と言った」「らしい」「だね」「く
ださい」など。
以上のように、主観述語は、本動詞、助動詞、形式
名詞、助詞、用言活用語尾など様々な形態の語で表示
される。
ここで議論する主観表現について理解を深めるため
に、実際の新聞の解説文で、主観表現がどのように具
現するかを例示する。図 は 年版毎日新聞の解
説記事の一部で、その文章に現れる主観表現を太文字
で示している。
この例で、「～ってしまった」は、アスペクトの意
味はなく、主観状態＜困惑＞を示している。「ではな
い」は主観行為＜否定断定＞、「～とはいえ」は、主
観行為＜容認＞＋逆接関係子、「～には～ことは許さ
れない」は主観行為＜不可＞に目的格＜には＞が付与
されている。引き続く以下も同様である。

図 「太郎は東京に行くつもりだそうだ」の主観表現の構造

このように、ニュース解説、社説などの解説文では、
筆者（話し手）の主観が、客観的内容に対して付加さ
れて、文章を構成していると見ることができる。主観
表現を解析することが、文脈の構造に重要であること
が推察される。
主観表現をそれぞれ独立した文としてみると、例文

「太郎は東京に行くつもりだそうだ」という文は、図
に示す構造をとる。この文の客観表現は「太郎は東
京に行く」であり、太郎の主観である「そのつもりだ
（意志がある）」が続き、その外に、話し手の主観であ
る「そのことを（第３者から）伝え聞いた」が付加さ
れている。
ここで点線で表示している要素は、文には現れてい
ないが、主観述語から推察される要素を示している。

用言機能語列
用言に付属する機能語は、テンス・アスペクト・ポ
ラリティといった、用言の属性を表示する語が規則的
に並ぶことはよく知られている。その重層構造に対し
て、以下のような構造が報告されている

中核命題 アスペクト ポラリティ
テンス モダリティ
自然言語処理の立場からは、上記とは用語の定義が
若干異なるが、佐野たち によって、

基本文 ヴォイス アスペクト ムード 認め方
という構造を元に、文法規則を提案されている。
また、首藤 によって自然言語解析の立場から機
能語列の重層構造について報告されている。
以上のように、用言機能語列の構造については多く
の論文があり、若干の差異はあるものの、庵 を参
照すると、およそ以下のように、用言文節を正規表現
で表示することができる。

ここで、 は直後は省略可能の連接
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を示し、 は用言語幹、 は接続素性（連
用｜連体｜終止）を表わしている。
日本語学ではさらに詳細に検討されており、中右
は、モダリティを含む２層構造を提案しており、庵
も、視点が少し異なるが、モダリティの２層構造につ
いて述べている。しかし、「モダリティは、話し手の
発話時点での心的態度」であるとする日本語学で優勢
な定義は、多様な言語現象を扱わなければならない自
然言語処理にとっては、余りにも狭い。
事実、主観表現は、機能語だけにおいて表示される
わけではないし、その主体も話し手だけに限定される
わけでもない。「私は太郎が次郎が犯人だと思ったと思
う」という文では、２人の登場者の主観が本動詞「思
う」で表わされおり、かつテンスも過去（発話時点で
はない）の主観が表わされており、それらのテンス・
アスペクトも含めた解析は避けることができない。
主観表現が２層構造ということは、主観の主体を話
し手だけに限らなければ、さらに多層の構造を提示
することは容易である。「太郎は東京に行く／つもり
／かもしれない／ね」という文では、主観構造は３層
になっており、太郎の主観「つもり」、話し手の主観
「かもしれない」そして対話相手に対する主観「ね（確
認）」となっている。さらに複雑な主観の構造も作る
ことができる。
また、主観表現を本動詞で表示すると、さらに自由
に表示することができる。例えば「私は太郎が私が次
郎を犯人だと思うと思うと思う」という文も可能であ
る。つまり本動詞を用いる場合は、論理的に可能であ
れは、自由に主観表現の複雑な構造を表わすことがで
きる。
しかし、用言機能語列では、本動詞の場合ほど自由
ではなく、主観表現にはある制約がある。
「明日は雨だと思う」という文が「明日は雨だろう」
と変化できるように、本動詞で表わされる主観表現が、
助動詞などの形態で機能語として用言に付属する。「絶
対明日は雨だと思う」が「明日は雨のはずだ」と形式
名詞の形態をとったり、「明日は雨だと思うかい」が
「明日は雨かな」と終助詞の形態で機能語の埋め込ま
れることもある。
機能語列で表示される主観表現には、制約を持つこ
とがある。「～だろう」は、テンス＜過去＞をもつこ
とはないし、その主体も「話し手」に限定される。「彼
は明日は雨だと思っていた」という文は、「～だろう」
を使って言い換えることはできない。機能語列でのこ
のような制約は、よりコンパクトで正確な意図の伝達
を行うために、自然発生的に導入されてきたと想像さ
れる。また、機能語列では、「べきだ」「かもしれない」
はテンス＜過去＞を持つことも、ポラリティ＜否定＞
を持つこともできる。このように、機能語列の中での
主観表現（主観述語）の役割は、語によって制約が異
なる。ここでは、モダリティの論点も含む主観表現は、

客観表現とは独立な文で、主観述語が存在するとする
ことで、従来とは異なった機能語列の構造を与えるこ
とができる
先の用言機能語の生起パターンの正規表現に対して、
まず、モダリティについて、通常の用言と同じように、
テンス・ポラリティをもつことがあるために、主観表
現 と言い換えて、次のように変
更する。

機能語列での主観表現では、テンス＜過去＞を持つ
ことはあっても、アスペクトを持つ事例は、調べて限
りでは存在しない。
そして、機能語列を含む用言文節の正規表現による
表示を以下のように変更する。

ここで、 は主観表現を、
は主観述語を、 は「べき」であり、０回以上の繰り
返しを表わす。

機能語列での主観表現の構造
機能語列の分析のために、内容語 万語（固有名
詞は５万語程度）の辞書と高速辞書検索エンジンを用
い、 年毎日新聞１年分（ 文）と小説
編 文）を入力として、内容語の後接する「平
仮名語列」を抽出するシステムを作成した。
このシステムの出力の一部を図 に示す。左から、
検索された機能語の候補、それが後接していた用言の
活用形（ 連用形、 基本形、 未然形）、そし
て用言の１つをリストしている。そして機能語の候補
についてソートして出力している。用言機能語列の候
補の異なり語数で エントリーであった。この
リストに対して、 などのシェルコマンドを用い、
データの分析を行う。

主 観 状 態
喜怒哀楽に代表される主観状態は、通常では、感嘆
詞、副詞、形容詞など内容語を用いて表示されるが、
用言機能語では用言の活用形やヴォイスなどで表示さ
れる。主観状態 は、心的状態を表わす述語を
もっており、例え機能語列の中で現れても、格構造を
持つ述語と見做し、次のように記述する。

状態を表わすために、必須格は、その状態の主体者
だけであり、通常、その状態に至った原因や理由

が、原因｜理由格として示される。
例えば、迷惑の受身として知られる「～られる」は、
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図 機能語検索システムの出力（一部）

「雨に降られた」のように、主観状態＜困惑＞を示す。
困惑 話し手
降る 雨

ここで、 は自由格の＜理由格＞を表わす。他の機
能語が付加されて、「～られたはずだ」と、機能語列
を構成することができる。「太郎は雨に降られたはず
だ」という文は、「雨が降った」という命題を理由格
とした「太郎が困惑した」と、話し手が推測すること
であり、「雨が降ったので、太郎は困ったはずだ」と
同義である。
はず（ 話し手
困惑 話し手
降る 雨

「走らされる」や「眠らされる」など「 される」は、
使役の受身形だが、多くの場合、主観状態＜困惑＞や
＜尊敬＞を含んでいる。
テンス・アスペクト表示で主観状態を表している場
合がある。「やった」は＜歓喜＞、「やってしまった」
は＜悔恨＞を表わし、「やっと終わった」「車を壊して
しまった」も同様な主観情態を含んでいる。なぜ、テ
ンスが＜過去＞の場合が＜歓喜＞でアスペクトが＜完
了＞は＜悔恨＞なのかは、ここでは検討しない。
機能語列での主観状態の表示は、用言に直接後接す
る用言の属性を示すヴォイス・アスペクト・テンスの
形態で表示されるので、機能語パターン（出現順序）
では、それらを区別しないこととする。

主 観 行 為
言語学 の研究では、モダリティは、

と に分けられるとされ
る。ここでもそれに従い、命題の真偽・確実性に関す
る と、意志、義務、必要性などの行為であ

る に分けることとする。いずれも、主観行為
の必須格の構造は同じで、

であり、 は主体者、 はその行為の対象の内容
を表わす。
主観行為は、本動詞、副詞など多様な形態の内容語
で表示されるとともに、助動詞、形式名詞、助詞といっ
た用言に付属する機能語でも表示される。言語学では、
機能語列での主観行為の表示を、モダリティとして捉
えており、モダリティの２層構造の議論も、主に機能
語列について検討されている 。２層構造について、
反例をあげることは容易である。次の例を考える。
「太郎は東京に行くつもりだったのだろうね」

この文は客観表現「太郎は東京に行く」に対して、太
郎の主観「そのつもりだった」が続き、さらに話し手
の主観「だろう、」がそして話し手の主観移動「ね＜
確認＞」が続いている。このよくありそうな例でも、
３層の構造になっている。この理由は、日本語学の分
野では、モダリティは、話し手の発話時点での心的態
度と定義し、話し手以外の心的態度の表示やテンスが
過去に場合を、モダリティの定義から排除しているこ
とによる。
付録の表１に主観行為 と主観行為
の表層の表記の一部をリストにあげている。このリス
トでは、そのカテゴリ、そして可能な主観の主体と、
過去形が可能かを示している。

主 観 移 動
主観移動は、命題の伝達や依頼、確認、許可など対
話相手に係わる行為で、「言う」「話す」「という噂だ」
「お願いする」「許す」といった本動詞など多様な形態
の語で表示される。
一方、機能語列では、終助詞などを用いて主観移動
が表示される。例えば、「～らしい」「～ですね」「～
ください」「～よろしい」といった語が用いられ、機
能語列に最後に置かれる。
このカテゴリーの主観述語 の必須格構造は、

と表わされる。ここで、 は主体者で、 は情
報（命題 ）の移動の相手と向きを表わす。 「太
郎は東京に行くつもりらしい」という文は、客観表現
「太郎は東京に行く」に対して、太郎の＜意志＞をあら
わす「つもり」が付加され、さらに、話し手がそのこ
とを誰か（第３者）から聞いたことが付加されている。
付録の表３に主観移動の表層の表記の一部をリスト
にあげている。リストでは、主観の主体、そしてその
相手を示している。

機能語列での主観表現
既に述べたように、用言機能語列での語列のパター
ンは正規表現で表わすことができるとした。そのパ
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図 用言機能語列の構造

ターンを図示すると図 となる。ここでは、機能語列
では、主観状態は、用言の直接の属性（ヴォイス・ア
スペクト・テンス）と同型で表示されるので、それを
除いた主観行為と主観移動の機能語列での構造につい
て述べる。
自立する内容語（動詞や形容詞、副詞など）を用い
た主観表現では、「次郎が犯人だと、太郎が思うと花
子が思うと私は思う」というように、論理的に許され
る限り自由に表示できる。しかし、本動詞のように格
が表層で明示されない機能語列の中では、主観述語に
対応した制限がある。
前記の新聞記事と小説のテキストベースを用いた検
索では、用言の機能語列での、主観行為と主観移動の
出現順序には、以下のような規則がある。
主観行為は主観移動に先行する：主観移動の表示
は、終助詞を含むことが多く、機能語列の末尾に
置かれる。
主観移動は相手が異なれば重複が可能：「雨だそ
うだね」は、第３者からの伝聞「そうだ」の後、
聞き手への確認「ね」が続いている。順序も相手
が聞き手の主観移動が後になる。
主観行為では、主観の主体者が同一の複数の主観
行為は許されない：「私が行くはずだろう」では
「はず」と「だろう」は共に主体者が話し手であ
り、非文であるが、「彼は行くつもりだろう」で
は「つもり」の主体者は太郎、「だろう」の主体
者は話し手であり、非文ではない。
２種の主観行為が並ぶ場合では、先行するのは主
体者が命題主体の主観行為 であり、主体
者が話し手の主観行為 がそれに続く。
もっとも長い主観表現の列は、２種の主観行為に
２種の主観移動の表示が続く場合である。
実際の文章では、もっとも長い主観表現の列は発見
できなかったが、恣意的に例文を作ることができる。
「太郎は東京に行くつもりにちがいない
そうだよね」

この文では、「太郎が東京に行く」という客観表現に
対して、太郎の主観行為 「つもりだ」が続
き、次に話し手の主観 「にちがいがない」
が、そして第３者が相手の主観移動「そうだ」が、最
後に聞き手が相手の主観移動「よね」が続いている。

用言機能語列での主観状態を除く主観表現
について、以上の規則を正規表現で書くと次のように
表わせる。

ここで、 の引数は相手を示す。
このように、機能語列での機能語の表層のパターン
を明らかにすることで、主観表現を含む機能語のそれ
ぞれの役割を明示でき、ひいては言語解析の質的向上
を図ることができる。

主観表現とモダリティ
これまで見てきたように、文には複数の主観表現が
表示されることがある。これら主観表現は、それぞれ
がモダリティの候補である。つまり、それらの主観表
現の内、文脈において視点が置かれた主観表現が、モ
ダリティとして機能する。文脈の中での命題は、モダ
リティとされる主観表現に対応して決められる。
客観表現について複数の主観表現が付与されること
がある。客観表現を とし、付加される主観表現を

とすると、文の構成は、次のように書
ける。

ここで、主観表現 に対応する客観表現は であり、
についての主観的判断が表示されている。一方、主

観表現 は、 に対する主観的判断を
表示し、同様に、主観表現 は、
に対する主観的判断を表わしている。この主観表現
がモダリティの候補であり、 に対する命題が で
ある。
このように、主観表現のそれぞれに対して命題が存
在するため、文脈の理解では、どの主観表現がモダリ
ティと関係付けられるのか注目する必要がある。

お わ り に
将来の自然言語処理の中核のテーマとして位置づけ
られる主観表現について、特に特徴的な規則性を持つ、
用言機能語列での表示について紹介した。
主観表現は主観状態、主観行為 、主観行
為 、主観移動のカテゴリに分類した。用
言機能語列でのそれらの表示パターンは正規表現で表
わすことができる。それらの規則は以下のようにまと
められる。
主観状態は、用言属性のヴォイス、アスペクト、
テンスの形態で表わされ、
その後、主観行為 、主観行為
が続くことができ、
その後、主観移動 第３者）、主観移動 聞き手
が続くことができる。
本動詞など自立した語で表わされる主観表現と違っ
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表層表記 主観主体 相手
そうだ 話し手 第３者
という 話し手 第３者
のですね 話し手 聞き手
のか 話し手 聞き手
ましたか 話し手 聞き手
ください 話し手 聞き手
ませんか 話し手 聞き手
てもらう 話し手 聞き手
ほしい 話し手 聞き手
ましょう 話し手 聞き手
じゃないか 話し手 聞き手
てみよう 話し手 聞き手
ください 話し手 聞き手
てもよい 話し手 聞き手

て、機能語列内で表わされる主観表現は、陽な格マー
カなどがないために、主観の主体者の制約、テンスに
対する制約、さらには上記のような生起順序に対する
制約がある。
こうした制約で、それぞれの機能語の役割が制限さ
れることで明確になっており、それを利用してより精
密な文の構造の解析が行える。
ここではもっぱら、用言機能語列に限定して、その
表層のパターンについて述べたが、文では、主観表現
は様々な形態で表示され、それらがお互いに関連して、
対話での伝達意図を形成している。
ここで明らかにした用言機能語列での主観表現の構
造は、文章を通した主観表現・文脈・談話の研究の基
盤を与えるものであり、また、高品質翻訳などの将来
の自然言語処理の研究に道を開くものである。
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付 録

推測 だろう 話し手 基本
推測 でしょう 話し手 基本
推測 かもしれない 話し手 過去可
推測 はずだ 話し手 過去可
推測 らしい 話し手 基本
推測 にちがいない 話し手 過去可
推測 に相違ない 話し手 過去可
推測 そうだ 話し手 基本
推測 ようだ 話し手 基本
推測 かろう 話し手 基本
断定 だ 話し手 過去可
断定 である 話し手 過去可
断定 のだ 話し手 過去可
断定 ことである 話し手 過去可
基本、 連用、 未然、 タ形
名詞、 形容詞語幹

表 主観行為

表層表記 主観主体 テンス
希望
希望
希望
希望
意志
意志
意志
意志
意志
意志
義務
義務
義務
可能
可能
可能
基本、 連用、 未然、 タ形

命題主体 は、話し手以外は条件付きである

伝聞
伝聞
確認
確認
確認
依頼
依頼
依頼
期待
勧誘
勧誘
勧誘
勧誘
許可
基本、 連用、 未然、 タ形、 意志

たい 命題主体 過去可
たがる 命題主体 過去可
たくなる 命題主体 過去可
みたい 命題主体 過去可
よう 話し手 基本
意志活用 話し手 基本
つもりだ 命題主体 過去可
てやろう 話し手 基本
てまいります 話し手 過去可
ます 命題主体 過去可
ねばならない 命題主体 過去可
べきだ 命題主体 過去可
ものだ 命題主体 基本
れる 命題主体 過去可
られる 命題主体 過去可
ことができる 命題主体 過去可

表 主観移動

表 主観行為

表層表記 主観主体 テンス
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